


解答および解説

(a) v sin θ.

(b) 等加速度運動の式 v sin θ − gt = 0より

t =
v sin θ

g
.

(c) 等速運動の式より, v cos θ t = Lが条件となるので, (b)の答えを代入して整理すると,

v =

√
gL

cos θ sin θ

が得られる.

(d) (b)の答えに (c)の答えを代入し,

t =

√
L

g
tan θ

が得られる.

(e) y 座標が最大となる時の小球の y 座標は v sin θ t− 1
2g t

2 なので, (c), (d)の答えを代入して

L

2
tan θ

が得られる.

出題の意図

力学に関する基本的な理解と一定の計算能力を確認する問題です. 鉛直方向は等加速度運動, 水平方

向は等速運動になることを知っていれば, 問題の誘導に沿って解くことができるはずです.
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